
三
州
瓦
の
ふ
る
さ
と
西
三
河

鬼
板
師（
鬼
師
）の
活
躍

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

「
三
州
鬼
瓦
工
芸
品
」

Feature

特集

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特
　
　集

愛
知
県
で
は
全
国
の
67
・
6
パ
ー
セ
ン

ト
の
瓦
が
生
産
さ
れ
て
お
り
（
平
成
28
年

現
在
）
、
全
国
最
大
の
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
大
部
分
が
高
浜
周
辺
で
作
ら

れ
る
三
州
瓦
で
す
。
近
く
で
瓦
に
適
し
た

粘
土
が
採
れ
た
こ
と
、
船
に
よ
る
運
送
が

容
易
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

瓦
産
業
が
発
展
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
東
京
を
は
じ
め
関
東
地
方
を

主
な
出
荷
先
と
し
て
い
た
三
州
瓦
で
す
が
、

今
は
そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら
、
関
西
や
東

北
、
北
陸
、
九
州
な
ど
広
い
範
囲
に
流
通

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鉄
道
や
自
動

車
が
普
及
す
る
ま
で
は
船
で
の
輸
送
が
主

流
で
、
そ
の
こ
ろ
の
よ
う
す
を
描
い
た
絵

馬
（
高
浜
市
指
定
文
化
財
『
高
浜
湊
図
』
）

が
春
日
神
社
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
に
特
許
庁
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド

（
地
域
団
体
商
標
）
の
登
録
を
行
っ
た
際
、

愛
知
県
内
で
唯
一
「
三
州
瓦
」
は
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
、
三
州
の
瓦
が
大
き
く

発
展
し
、
た
く
さ
ん
の
職
人
が
た
ず
さ
わ

る
よ
う
に
な
る
と
、
鬼
瓦
を
専
門
に
作
る

鬼
板
師
（
鬼
師
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
鬼

板
師
は
鬼
瓦
や
留
蓋
瓦
に
美
し
く
複
雑
な

飾
り
を
つ
け
ま
す
。

高
浜
の
鬼
瓦
の
元
祖
と
も
い
わ
れ
る
三

州
鬼
瓦
の
名
工
山
本
吉
兵
衛
は
、
十
数
名

の
弟
子
を
育
て
現
在
の
鬼
瓦
業
界
の
基
礎

を
つ
く
り
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
、
吉
兵
衛

を
た
た
え
「
三
州
流
鬼
瓦
恩
師
　山
本
吉

兵
衛
碑
」
を
建
て
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
に
「
三
州
鬼
瓦
工
芸
品
」

が
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統
的
工
芸
品
と

な
り
ま
し
た
。

魔
除
け
、
厄
除
け
、
繁
栄
や
富
の
象
徴

で
あ
っ
た
鬼
瓦
が
、
庶
民
の
暮
ら
し
の
な

か
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
床
の
間
飾
り
や
玄

関
飾
り
へ
と
用
途
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど

の
復
元
も
三
州
の
鬼
師
が
手
が
け
て
い
ま

す
。

問合せ先　市経済環境グループ　☎52-1111（内線271）

八月八日は　

屋根の日は、漢字の「八」が屋根の形に似ていることと、屋
根の「屋（ヤ=八）」を重ねると瓦を重ねたようすに似ているこ
とから、2003年に一般社団法人全日本瓦工事業連盟によっ
て制定されました。この機会に高浜市の地場産業でもある
瓦について、知識を深めてみましょう。

▲「高浜湊図絵馬(写)」
　〈原本　高浜市・春日神社蔵〉
　原本　天保14年
春日神社の「御神船」を先頭に白
帆をかけた18艘の船が高浜湊を
バックに描かれています。

▲獅子文留蓋瓦
〈山本吉兵衛作　刈谷市・松雲院使用〉
印蓋に山本吉兵衛の刻印があります。
力強い獅子の表現が印象的です。

▲山本吉兵衛碑
　青木町三丁目に現存

伝統的な鬼瓦から
遊び心あふれるイクステリアまで

瓦の用途はいろいろ。

屋根の日
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